
小学生～40歳くらい対象 不登校・ひきこもり・学校中退などの状態にある若者 

または学校や社会人生活に生きにくさを感じている方への総合サポート活動 

２０２２年３月号  No.45 

「２１年目の京都教育サポートセンター、支援を様々に実現するためのご支援ご協力をお願いいたします」 

 

特定非営利活動法人京都教育サポートセンター 

理事長 南山勝宣 です。 

 

２００２年３月、個別教育予備校GIP（ゴールフリー三条（当時）の一部門）から独立し、特定非営利活動法人としての認証を受

け、「京都教育サポートセンター」として不登校・ひきこもり・学校中退などの状態に至ったまたはその状態である青少年等（当

時は３０歳くらいまで）に対して「社会の中で生きていくための勇気と自信を培う」そのための総合サポート活動を行うという目

的で運営を開始いたしました。 

 

この２０年、活動を行っていくうちに不登校・ひきこもり等の青少年に関する認識や環境も変化して参りました。 

（ちなみに「ひきこもり」への考え方も変化しつつあります。初期は「自宅からまたは部屋からほぼ出ない生活をして誰とも関

わらない」→最近は「家族以外の【他人】と社会的な関りがない（買い物などできるはあまり関係無）」です） 

 

私は現在の不登校・ひきこもり等になっている方のタイプ（心のエネルギーが疲弊して減ったことが大きい方） 

が大きくは２つあると考えています。 

この考えの下は２０年のこの活動での当事者と相談を受けたものからのものです。 

統計として数字を出したものではないのですが。 

 

一つは様々なものに対して敏感に感じ取ってしまうタイプで 

感じている多様なものから、「疑問を持った」・「意欲が低下した」・「疲弊した」などで 

不登校・ひきこもりになられた方ではないか。 

 

もう一つは「発達障がい」の見立て要素を持ったタイプで 

他者との距離感・雰囲気などが分かりにくい方が多いことからくる対人関係などで何かしら負担を感じて（受けて）「疲弊し

た」・「意欲が低下した」などで不登校・ひきこもりになってしまったのではないか。 

 

他にもあるかもしれないですがこの２タイプが相談の多くの方の傾向に思います。 

 



すると、この２つのタイプの方がなかなか双方での相性が合いにくい要素になるので支援する側としてこの両タイプに対する

サポートとしてどういう風にしていくことが大事なのかをここ何年か考えていますし、まだなかなか答えが見つかっていないの

です。 

 

前者は必要以上に見えないものの部分で感じ取って負荷に思うことが多く後者は見えない部分を（自分の価値観で思うこと

はあっても実際の周りの相手の表現されない部分としては楽じゃない可能性）感じ取りにくいので 

まさに逆に近いかなと思っています。 

 

どちらかのタイプに絞ってサポートをすることが早いのかもしれませんがどちらのタイプでも本人がしんどく、支援が欲しいと

いうところは同じなので何とか社会の練習という意味でも両タイプが過ごせるフリースクールでありたいと思います。 

 

（ちなみに現在の京都教育サポートセンターはひきこもり状態（他者と社会で関わるエネルギーがない） 

でないけれど、諸理由で利用されている方が上記２つとは別でおられます） 

 

その対策の一つだけはわかりやすく、それは支援するスタッフが間に入っていき、支援していくことになります。 

現状の当所ＮＰＯの状況としてはボランティアのスタッフの募集という形でしか 

できないのですが、ぜひ協力いただける方はお願いしたいと思います。 

 

そして、他の方策も探していきたいと思いますので何か提案なども広くいただけると大変ありがたいです。 

できること・できないことの精査もしていくことになるでしょうができる限りは実現するために何をするのかに重きを置いて考え

ていきたいと思います。 

 

幅広い皆様のご支援とご助言を２１年目の京都教育サポートセンターにどうかよろしくお願いいたします。 

◎当所通信に掲載するコラムを募集いたします。 
内容はなんでも構いません、不登校・ひきこもり・対人関係が苦手または希薄な方に対する書いてみたいことをタイトルをつ
けてsyomu@ksce.jpn.orgにお送りください。 

内容を精査の上、掲載・保留を判断させていただきます。文字数は１回分あたり１０００字くらいがありがたいです。  

https://secure.sakura.ad.jp/rscontrol/rs/webmail2/?mbox=k-tsushin#


ご意見･ご要望･ご感想は 特定非営利活動法人 京都教育サポートセンターまで 

〒６０４－８００５ 京都市中京区恵比須町４３９早川ビル６階 

電話：０７５－２１１－０７５０  FAX：０７５－２１１－０７５０ 

HP：http://ksce.jpn.org/                mail：syomu@ksce.jpn.org 

活動の告知は機関紙･事務所掲示以外に 

ブログ：http://ksce.jpn.org/?pege_id=1234  フェイスブック https://ja-jp.facebook.com/ksce.apollo 

twitterID：KSCEleader   代表SNS（LINE・twitter・facebook 他）問合せください。 

◎お困りよろず相談室、実施中 

当所利用者を除く新型コロナ禍などで様々にお困りの*_京都市で一人暮らしの方_*（家族が京都市内におられる場合も除き

ます。諸事情で家族と不通の方は対象です）に対して何でも相談を受け付けています。お話をお聞きしてどういう方策がある

かを一緒に考えることをお手伝いいたします。ただの愚痴を出すことも構いません。相談料無料です。まずはお問い合わせ

下さい。チラシ参照ください。＜https://ksce.jpn.org/wp/wp-content/uploads/2021/09/KSCEyorozu001.pdf＞ 

 

※この部門対象の女性の方で希望者には、京都市男女共同参画センターから委託されている生理用品の配

布（１人１回１つのみになります。規定数配布で終了）を行っております。配布のみ希望の方はお名前（ニック

ネーム等も可能）・年齢・現況（概要のみでＯＫ）だけを記入又は聞き取りしてお渡しいたします。その旨お申し

出ください。送付はできません、ご了承ください。 

 

◎当所リユース活動について 

雑貨・書籍・衣類（当所使用・別団体や個人相談者へ寄贈・フリマ等出品） 

娯楽品（当所レクリエーションに使用）を募集しています。 

（食品は不可、同じものの数量が多いもの・大型のもの・単純に総量が多い場合は事前に相談ください） 

持ち込みまたは宅急便、当所から徒歩圏内の方は台車にて取りに伺うこともいたします。 

 

 

◎ボランティアスタッフ募集いたします 

月曜日 15時～19時 火曜日～金曜日 12時～19時 土曜日11時～19時 休日居場所実施日 13時～19時 

の中で可能な時間をお願いいたします。一定時間以上の活動ができる方、スタッフミーティング（対面・オンライン両方の場合

有）にもできるだけ出席をしていただける方を希望します。年齢50歳くらいまで。対応する利用者は10代から40歳くらいまでに

なります。不登校・ひきこもり・学校中退・対人関係が苦手・発達障がいの状態の方の対応をする活動になります。活動内容

については活動する日によって変動いたします。興味をお持ちいただければ、まずは見学と詳細の説明をお聞きに当所まで

お越しください（要予約）＜https://ksce.jpn.org/wp/wp-content/uploads/2021/09/KSCEstuff001.pdf＞ 

 

 

◎レク日・休日居場所・イベント参加について 

他団体スタッフ・他団体利用者・その他４０歳くらいまでの方はどなたでもご利用が可能です。 

（他団体の所属でない一度も利用したことのない方は登録アンケート（連絡先含む）を初回に記入いただきます） 

参加費は実施内容により 無料・有料があります。 

 

ともに「KSCE前納居場所利用生・KSCEその茶利用生・MES利用生・ALKnet関係者・他連携フリースクール関係者・ 

その他学生・その他一般のカテゴリにて利用料が違います。利用料や実施時間についてはお問い合わせ下さい」  



カレンダー中の表記について 

「KSCE」京都教育サポートセンター 

「MES」個別教育予備校MES 

「お休み」KSCE・MES共休業です 

「歩」歩プロジェクト活動 

「FS休み」居場所利用がお休み（学習・家
庭教師などは実施しています。） 

（歩）と書かれたものは原則どなたでも参
加可能です。（参加費等が異なります。） 

連携団体（ARU・LPW）さんのイベントも参
加可能です。時間など詳細はARUさん、
LPWさんに直接でも当所に問い合わせら
れても可能です。 

参加者区分 

内－内部生  利－利用生 

A－ARU関係者  L－LPW関係者 

M－MES生  他－その他 

参加費用は内利Mは後請求 

AL他は当日 

★２月２８日現在 京都府に新型コロナ

蔓延防止重点措置が出ており３月６日

までとされている期限の延長を検討され

ています。そのために下記のスケジュー

ルは変更となる場合があります。変更は

当所ブログ・ツイッター・フェイスブックな

らびに代表南山のSNSなどで告知いた

します。 

 

☆３月８日火曜日  

代表が１６時半まで不在予定により 

スタッフ体制によって運営時間の変更の

可能性があります。 

 

☆３月１１日金曜日 

パレット河原町商店街清掃活動参加 

 

☆３月１２日土曜日 

東山花灯路 散策 １７時３０分出発 

※イベント実施予定により レクは１７時

終了 閉所時間を１７時３０分とします。 

 

☆３月２１日月曜日（春分の日） 

休日居場所 １３時～１９時 

☆３月２７日日曜日  

休日居場所 １３時～１９時 

 
※利用料などは右記を参照ください。 

 

☆３月３０日水曜日 臨時休業 

家庭教師・家庭派遣・学習サポートは実

施可能です 

 
□４月号「ゆっ歩通信」作成予定日  

３月２８日月曜日  

2022年 3月  

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 レク日 

6 お休み 7 FS休み 8 9 10 11 

パレット清掃 

12 レク日 

東山花灯路 

13 お休み 14 FS休み 15 16 17 18 19 レク日 

20 お休み 21 春分の日 

休日居場所 

22 23 24 25 26 レク日 

27  

休日居場所 

28 FS休み 29 30 

臨時休業 

31   

スケジュール（以下は居場所開所時間です。他の

事業は午前や夜でも対応できる場合があります） 

月曜日 ひきこもり社会参加支援事業対象者居

場所開所 15時～19時 

火曜日～金曜日 12時30分～18時30分 

土曜日 11時30分～18時30分（レク時間として15

時～17時30分） 

日曜日 通常運営休業日 

休業日居場所について 

（レク日設定とテレビゲームのみ不可

のレク日の２種） 

 

休業日居場所開所時間   

１３時～１９時 

 

○KSCE生・居場利用生 500円   

利用生 1000円 

○MES生 800円 

○府事業（ひきこもり社会参加支援

事業）対象者 無料 

○ALKnet 関係者 500円 

〇その他 1000円 

レクリエーション日について 

通常のフリースペースと違い、TV

ゲーム・カルム・麻雀などの他者への

影響も出そうなものもできる日です。

またこの日はどなたでも参加可能で

す。 

 

○KSCE生  

それぞれ1日分の居場所利用扱いと

します。 

○MES生 別途料金表 

○府事業 （ひきこもり社会参加支援

事業） 

 対象者 無料 

○ALKnet 関係者500円 

○その他 800円 

実施日はカレンダー参照。 


